
課題先進国会議ステージⅡ 
～震災の年に生まれた子供たちの20歳の年に、どんな未来を渡すのか？～ 

課題先進国会議ステージⅡとは 
 

生き方・働き方を見直し変えた方々や、人や地球に優しい心地よい生き方・働き方・暮らし方を実践している
方々、その研究者をゲストにお招きし、問題意識、価値観、実践の仕方などについて参加者と共有し、「震災
の年に生まれた子供たちの20歳の年に、どんな未来を渡すのか？」について会場と共に考えていくトークセッ
ションです。 

〔本日の流れ〕 
 

1. 事務局長挨拶、SBNの紹介、NECさんのCSR活動のご紹介（19：00～19：10） 
2. ホストの熊野英介さんよりご挨拶、趣旨説明（19：10～19：15） 
3. 基調講演（19：15～19：45） 
4. トークセッション（19：45～21：00） 

ホスト 熊野 英介 さん（アミタホールディングス株式会社 代表取締役会長兼社長 

                               一般社団法人ソーシャルビジネス・ネットワーク副代表理事） 

1964年山口県生まれ。 
平成合併前3,200市町村のすべて、海外59ヶ国をほぼ私費で訪問し、地域特性を多面的に把握。 
2000年頃より､地域振興や人口成熟問題に関し精力的に研究･著作･講演を行う。2012年より現職。 
近著にデフレの正体､第七回新書大賞を受賞した里山資本主義(共に角川Oneﾃｰﾏ21)､ 
金融緩和の罠(集英社新書)､しなやかな日本列島のつくりかた(新潮社､7名の方との対談集)。 

ゲスト 藻谷 浩介さん（ (株)日本総合研究所 調査部 主席研究員、 

                    (株)日本政策投資銀行 地域企画部 特任顧問、 
                    特定非営利活動法人 ComPus地域経営支援ネットワーク 理事長 ） 

主催：一般社団法人ソーシャルビジネス・ネットワーク 
共催：公益財団法人信頼資本財団 
協賛：NEC 
協力：アミタホールディングス株式会社 

1956年生まれ。 
アミタホールディングス株式会社代表取締役。公益財団法人信頼資本財団理事長。 
一貫して、自然資本と人間関係資本が増加する持続可能な社会づくりに取り組む。 
また、廃棄物の100%再資源化や地域の未活用資源の利活用を行うなど、常に新たな価値を創出。 
著書に『思考するカンパニー』（幻冬舎メディアコンサルティング、2008年）、 
共著に『自然産業の世紀』（創森社、2006年）がある。 
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